
山地の林縁等に生える多年草。匍匐する根茎から伸びる地下茎はややつる性で、まばらに枝わかれして
四方にひろがり、無毛である。葉は薄く、三角状卵形または三角状広披針形、先は細く伸びてとがり、全縁
または大型で不ぞろいの鋸歯が少数ある。7-8月に葉の反対側または茎の途中からまばらに分枝した集散

花序を出す。花冠は淡紫色、深く5裂し径1cm、開くと背面に反り返る。

－

－

C

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Solanum  japonense  Nakai var. japonense

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、姫路市、相生市、宍粟市、佐用町、養父市、
丹波篠山市、丹波市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

ナス科

兵庫県ランク…ヤマホロシ
環境省ランク… －


